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（議長） 

次に、小梅議員の発言を許可します。 

小梅議員。 

 

「小梅議員」 

はい。議長。 

通告５番目、小梅でございます。 

私は、高齢者に関する問題、２つを質問させて頂きます。 

まず、ひきこもり８０５０問題について。少子高齢化が進み、家族規模の縮小やそれ

ぞれ生活の在り方の多様化より、地域の繋がりが希薄になってきております。 

そんな中、ひきこもりが長引き、８０代の高齢の親と５０代の子供が生活に困窮する

８０５０問題が深刻になっています。病気や介護などで共倒れの恐れがあり、時には不

幸な結果になる、至る事も想定されます。 

ひきこもりの原因は色々でしょうが、どこにも相談出来ず、地域から孤立する。外か

らは状況も見えづらく、情報も得がたい当事者への対応は、とても難しいと思いますが、

江差町での実態はどうなっていますか。 

それと、厚労省がひきこもりの人や家族も支援する指針づくりのために、実態調査を

行うとのことですが、その作業は進んでいるのでしょうか。相談窓口や支援策はどのよ

うになっているのかお尋ね致します。 

 

（議長） 
町長。 

 

「町長」 

小梅議員の８０５０問題に関するご質問にお答え致します。 

当町において、８０５０問題となっている世帯の実態については、具体的に把握出来

ておりませんが、ご高齢の方への介護等のサポートが必要となった時に、同居の方がひ

きこもっていたことや、地域の方々から情報提供を頂いたことが、過去にもございまし

た。 

個々のケースによって経過も異なり、複雑な事情も抱えている案件もあることから、

関係部署との連携を図りながら、解決の糸口が見つかるよう、寄り添う支援を行ってい

るところです。 

厚生労働省から自治体への実態調査は確認出来ておりませんが、令和５年１０月に

北海道で行われた、ひきこもり支援状況調査は行われており回答しております。調査に

伴う参考資料として、４０歳から６４歳人口に対して、ひきこもり出現率は、１.４５％

と推計され、その率を江差町に当てはめると、３４人の方がひきこもりとなるという推

計数値となります。個々のケースに事情もあるため、実情を把握していくことが難しい

ことから、実態把握が出来ていない状況ですが、誰にとっても安心して過ごせる場所や、
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役割を感じられる機会があることが必要であり、身近な地域の皆さまと共に、しっかり

と受け止めるまちづくりが必要だと考えています。 

そのため、より相談しやすい体制を目指して、今後も地域包括支援センターを窓口に

関係各部署と連携しながら、ひきこもり状態にある方やそのご家族の声を聞き、地域の

方々が相談しやすい窓口対応をして参りたいと考えておりますので、ご理解頂ければ

と思います。 

 

（議長） 
小梅議員。 

 

 

「小梅議員」 

ありがとうございました。 

今日は、畑課長がお休みのようですので、再質問は致しません。 

それでも、包括支援センターを窓口にして、相談しやすい体制でもって、地域や関係

部署と連携して進めていくっていうことは、了解致しました。宜しくお願い致します。 

それと高齢者を支える生活支援コーディネーターさんがいらっしゃって、地域の聞

き取り調査とか、町内会単位のタウンミーティングなどをやっているようですので、こ

の人方の益々の活動を期待しながら、次の質問に移りたいと思います。 

次、２問目、江差マースの運行についてです。 

自動車中心の社会で、年少者、介護要介護者、高齢者など、自分で運転することが出

来ない人、更にはバス路線の減便などもあり、買い物や通院など、日常的な移動に不自

由を感じる人が増加しております。 

今、江差町では、新たな公共交通サービスの事業化に向けて、江差マースの実証実験

が行われています。少しずつ改良され、今回は北部、南部の区別なく、全域での運行で

大変便利になりました。が、運行日が平日、土日祝日を除く、に限られています。日曜

日の運行は無理なのでしょうか。 

町や学校の行事、サークルなどの模様志など、日曜日に行われている行事が年間通じ

てたくさんあります。年明け直ぐに二十歳の集いがあったり、２月にはなべ祭りもあり

ます。なべ祭りは、今年は特にアルコールも解禁されたようですから、マースの運行が

あったら、大変便利でありがたいと思います。 

このように買い物や通院だけではなく、社会参加で外出機会が増えれば、高齢者は元

気になり、マース事業の活性化にもつながると思うのですが如何でしょうか。 

それともう１点。マースの乗降地点ですが、お寺の追加は考えられませんか。お寺は

高い場所とか、離れた場所が多くて、大変難義ですので、如何なものかとお伺い致しま

す。 

 

（議長） 
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町長。 

 

「町長」 

小梅議員からの２問目、江差マースの運行について、ご答弁申し上げます。 

江差マースにつきましては、既存の公共交通を補完する新たな交通サービスとして、

令和６年度の本格運行を見据えているところであり、現在、町内全域を対象とする有償

での実証運行を１１月から実施しているところでございます。 

ご質問の一つ目として、日曜日の運行は出来ないのかというご質問でございます。江

差マースの運行方針につきましては、交通事業者などの地域関係者から構成する、江差

町地域公共交通活性化協議において協議を重ねてきたところでございます。 

協議内容と致しましては、過去に実施した地域公共交通計画に係る調査結果におい

て、特に公共交通のニーズが高いとされる、平日の買い物や通院といった生活移動に対

して優先的に移動手段を確保していくこと。 

また、町内事業者における運転手や車両といった限りある輸送資源を考慮した、持続

可能な運行体制を確保していくこと。以上の点を中心に整理してきたところでござい

ます。 

議員、ご質問の趣旨にございますとおり、土日祝日においても、生活移動はもちろん

のこと、町内で行われている様々な行事などによる外出機会が一定数確認出来ること

は十分承知しておりますが、現在置かれている地域公共交通の現状を踏まえますと、全

ての移動ニーズをカバーしていくことは難しいものと認識しているところでございま

す。 

今後、活性化協議会を中心に、現在実施している実証実験の結果を踏まえながら、来

年度以降の本格運行にあたっての運行方針について協議していくとともに、本格運行

以降においても、継続して社会情勢の変化に応じた運行方針の見直しを実施して参り

たいと考えております。 

続きまして、乗降地点にお寺の追加は考えられないかというご質問でございます。乗

降地点の設定につきましては、町内の消費活動促進を目的とした町内商業施設を中心

に乗降地点化することとしながら、運行上の安全性確保の観点を考慮し、交通量が多く

駐停車スペースのない施設については、乗降地点の対象外として整理することで活性

化協議会により協議しているというふうに聞いています。 

議員ご質問の趣旨にございます、お寺など今回は乗降地点として設定していない施

設を新たに乗降地点に追加するどうかにつきましては、今後実施予定のアンケート調

査などの結果を踏まえながら、適宜、その追加の必要性について、活性化協議会を中心

に協議して頂きたいと考えておりますので、ご理解願います。 

いずれに致しましても、一人でも多くの住民の皆様に、９月９日まで実施予定の実証

運行期間を通じてご利用頂き、どのようなサービス内容が望ましいものなのかご意見

を頂くことが、より利便性の高い公共交通網の構築につながっていくものと考えてお

りますので、宜しくお願い致します。 
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（議長） 
小梅議員。 

 

「小梅議員」 

はい。了解でございます。わかりました。よろしくお願いします。 

 

（議長） 
以上で、小梅議員の一般質問を・・・・。 

はい。 

 

「副町長」 

答弁訂正。 

 

 

（議長） 
あ、はい。 

町長。 

 

「町長」 

 すいません。今、ちょっと答弁の中でですね、日時を間違えて、答弁してしまいまし

た。 

マースの運行は、２月９日までの運行期間ということで、宜しくお願い致します。訂

正させて頂きます。 

 

（議長） 
宜しいですか。 

 

「小梅議員」 

はい。 

 

（議長） 
以上で、小梅議員の一般質問を終わります。 

 


